
住宅⽤壁掛トイレＦＤ　[UWU]
設置条件チェックシート（詳細版） 現場名 記入者

　お客様のトイレに「住宅⽤壁掛トイレFD」が設置可能か事前に確認してください。

　　■事前確認の流れ
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　窓枠の位置を確認ください。

■記入欄

①奥⾏き︓ ｍｍ
許容範囲︓1150mm以上（壁補強後の仕上げ面から）

②間口 ︓ ｍｍ
許容範囲︓
・⼾建(木軸構造)の場合︓750〜960mm

961〜1240mmは補強条件による
・マンション（軽量鉄骨LGS構造）の場合︓750〜960mm

■記入欄

後壁窓︓ □有 □無

■有の場合下記もご確認ください。

①窓枠位置︓ 床 〜 ｍｍ
許容範囲 ︓880mm以上

□許容範囲を外れる場合は設置不可

□許容範囲を外れる場合は設置不可

1.トイレの設置寸法

2.トイレの窓位置寸法

（間口寸法）
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・⼾建(⽊軸構造)の場合
　床の補強確認ください。
　根太は、高さ45mm×幅36mm以上のものを。ピッチ303mm以下で入れてください。
　また、束などによる支持を、ピッチ910mm以下で入れてください。

　壁の補強確認ください。

3.床・壁の補強

■記入欄 （チェック項目）

□ 横壁の壁材は石膏ボード（9.5ｍｍ）相当以上であること
□ 横壁に扉が付く場合でも、後ろ壁から400ｍｍは壁があること
□ 木材や建築部材が腐⾷などで強度不⾜でないこと
□ 後壁と横壁が、受木や隅柱などを介し連結されていること
□ 便器後壁の隅柱、間柱、受木は（奥⾏き89mm×幅38mm以上）であること
□ 便器横壁の間柱、受木は（奥⾏き45mm×幅36mm以上）であること
□ 受木と間柱、間柱間のピッチは455mm以下であること

壁掛け便器を安全に固定するために、上記を必ず満たしてください。

■補強の準備情報

間⼝︓750〜960ｍｍの場合
□後壁に構造⽤合板（ｔ12mm）を設置する。
間⼝︓961〜1240ｍｍの場合

□下記どちらかの構造⽤合板を設置する
・ｔ12mm以上の構造⽤合板（ＪＡＳ規格品）２枚重ね

■記入欄
木造床︓ □有

合板（ｔ12mm以上） □有

根太（H45mm×W36mm以上） □有

根太ピッチ︓ ｍｍ 許容範囲303mm以下



・マンション（軽量鉄骨LGS構造）の場合
　壁の補強確認ください。

　壁の補強確認内容。

■記入欄 （チェック項目）

□ 横壁の壁材は石膏ボード（9.5ｍｍ）相当以上であること
□ 横壁に扉が付く場合でも、後ろ壁から400ｍｍは壁があること

壁掛け便器を安全に固定するために、上記を必ず満たしてください。

■補強の準備情報

□後壁に構造⽤合板（ｔ12mm以上）を設置する
□図の位置に、横さん（高さ210×奥⾏き36mm以上）を設置する

3.床・壁の補強 つづき

・マンション(軽量鉄骨LGS構造)の場合

間口750〜960  ︓ｔ12以上の構造⽤合板
間口961〜1240︓ｔ12以上の構造⽤合板2枚重ね、

もしくは、ｔ24以上の構造⽤合板

・⼾建(木軸構造)の場合

ｔ12以上の構造⽤合板
(壁一面）

※横さんは間柱と受木に
建築⽤⾦物で確実に固定



　給水の位置を確認ください。
※止水栓は、キャビネット内に隠蔽させますのでガイド位置にない場合は移動が必要です。

■記入欄

床・壁の給水位置は下図になります。
□床給水
幅 ︓ mm 許容範囲110±10mm
奥⾏き︓ mm 許容範囲 90±10mm

□壁給水
幅 ︓ mm 許容範囲110±10mm
奥⾏き︓ mm 許容範囲 90±10mm

4.給水位置



　排水の位置を確認ください。

便器

■記入欄

□床排水 排水心200mmの場合
床排水位置は、後壁から200mmの位置になる

□奥⾏き︓ mm 許容範囲200±10mm
□排水管（VP・VU75）は床仕上げ面と同一面で⽴上げ

□床排水 排水心120mmの場合
床排水位置は、後壁から120mmの位置になる

□奥⾏き︓ mm 許容範囲120±10mm
□床仕上げ面から60±5mmで⽴上げ

□壁排水の場合
壁排水位置は、床から120mm（90〜155mm）の位置になる

□高さ ︓ mm 対応範囲90〜155mm

5.排水位置

【床排水の場合】

便器中⼼

【壁排水の場合】



　コンセントの位置とタイプを確認ください。
　※コンセントは、キャビネット内に隠蔽させますのでガイドの位置にあわせる。

■記入欄

コンセントは、タイプにより2口と4口タイプがありますので事前に確認する。

□コンセント位置（便器中⼼から）
幅 ︓ mm 許容範囲95±5mm(2口コンセントの場合)

高さ ︓ mm 許容範囲200±5mm

6.電気位置

※４口の場合は以下参照


